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本講演では,以下の非線形消散型方程式の初期値問題 (1)に対する解の存在について考える.{
∂tu+ α (−∆)

ρ
2 u+ β |u|σ u+ γ |u|{ u = 0, x ∈ Rn, t > 0,

u(0, x) = u0(x), x ∈ Rn,
(1)

但し,α, β, γ ∈ C, Reα > 0, ρ > 0, κ > σ > 0. 本講演では,消散項 u1+σ の指数 σについて,

sub criticalと呼ばれている 0 < σ < ρ
n
の条件の場合を取り上げる. 初期値問題 (1) に対

する時間大域解の存在と解の時間減衰評価について, 次のような定理を得ることができた.

定理 1. 　 Reα > 0, 0 < σ < κ ≤ ρ
n
, u0 ∈ L∞ ∩ L1,a, 但し,a ∈ (0,min (1, ρ)) . そのとき,

Reβδ(α, ρ, σ) > 0, |û0(0)| = θ (2π)−
n
2 > 0. 非線形項の指数 σ は ρ

n
に十分近いものとする

ならば,

u (t, x) ∈ C
(
[0,∞);L∞ ∩ L1,a

)
となる,次の時間減衰評価を満たす初期値問題 (1) に対する時間大域解が一意に存在する.∥∥∥u (t)− θt−
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また,関数 ψ (t) は次の評価を満たすものである.∣∣∣∣ψ (t)− arg û0 (0) + |θ|σ η̃
∫ t
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尚,記号の定義としては, 重み付き Lebesgue空間 L1,b を L1,b =
{
φ ∈ L1; ‖φ‖L1,b =∥∥∥〈x〉b φ∥∥∥

L1
<∞}

. 但し,b ≥ 0, 〈x〉 =
√

1 + x2. 関数 φに対するフーリエ変換Fφ または φ̂

を φ̂ (ξ) = (2π)
−n

2
∫
e−ixξφ (x) dx, フーリエ逆変換を F−1φ (x) = (2π)

−n
2
∫
eixξφ (x) dx と

定義する.また定理で用いられている関数を以下のように定義する.

χσ(t) = 1 +
σρ |θ|σ η
ρ− nσ

t1−
nσ
ρ , δ(α, ρ, σ) =

∫
|G (x)|σ G (x) dx,G (x) = F−1

(
e−α|ξ|

ρ
)
.

また, η = Reβδ (α, ρ, σ) , η̃ = Imβδ (α, ρ, σ) .
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